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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は3部より構成される。1部は日本海臼本沿岸中～南西部の海藻フロラの概路，2部は分類

群の記述，3部は調査地域の生物地理学的考察である。

　第ユ部　上記調査海域において計217属，513種の海藻類の生育を確認した。内訳は緑藻綱24属81種

（うち新属1，新種2，日本新産種1），褐藻綱51属110種（うち新属1，日本新産4），紅藻綱120属

2γO種（うち新種8，日本新産種3），藍藻綱22属52種（うち日本新産種6）である。

　第2部　海藻類の多くは体は外形が単純であるが内部及び生殖器官の構造は複雑である。このこと

から，分類の基準にはそれらの形質が主に採用されている。著老は採集した材料について逐一それら

の性質を調べ，多くの分類学上の知見を得た。主な成果に次がある。1．緑藻綱ニセミルモドキ属

（P脇∂oCo∂幼8乞8）の設立．管状緑藻ミル属及びニセミル属に類似するが，生殖器官の位置，胞嚢

（趾ricle）の構造，体の分枝様式と基部の形態等の特徴に基づいて新属を設立した。2、褐藻綱クロシ

オメ属（3肋卿助ツZZo細3）の設立．コソブ科植物肋∂o助ツZ舳属の1種と考えられていたが，葉状

都は1年性で縦裂しない，茎状部は多年性で円柱状，仮根は1次及び2次に分化するなどの特徴か

ら，肋6o助ツZ舳及び近似属8肋卿助〃㈱と異ることが判明し，新属の設立を見た。3．紅藻綱ベ

ニハネグサ連（GymΩothamnieae）の設立、頂端細胞が横裂する成長様式，皮層を欠く体構造及び雌

性生殖器官の位置と構造等の特徴に基づき，近緑のPti1oteae連及びAntithamnieae連より独立させ上

記の新分類群を設立した。

　第3部　調査海域の海藻フロラの生物地理学的特性を解弱する目的で，臼本沿岸の既調査地20点を
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選び，種組成の共通係数を算出し調査海域の海藻フロラとの類似度の比較を行った結果，隠妓島沿岸

を含む調査海域は，海洋生物地理学上，日本海分布区に所属するが，この分布区は能登半島を境界に

南西亜区と北東亜区に細分するのがより自然であり，調査海域はそのうちの南西亜区の主部分を構成

すると結論した。この場合の生物分布の主たる要因は海流と海水温度である。

審　　査　　の　　要　　旨

　日本における海藻フロラの研究は太平洋沿岸では比較的よく行われているが，日本海では少なく，

特に本州中～南西部海域では皆無に近い。著者は隠岐島に所在する臨海実験所に勤務という立地条件

を生かし，20年余年に亘り能登半島より西部の本州日本沿岸の海藻フロラの研究に従事してきた。海

産大形植物のフロラの研究は陸上植物のそれと較べて多大の労力を必要とする。著者は干潮時及び潜

水による調査・採集に加えてドレッジによる深海性海藻の採集も行い，豊富な研究材料を得，詳細な

分類学的研究を行って調査海域のフロラの解明に成功した。それらの成果は国際会議，国際雑誌等を

含め内外の学会や学術雑誌に39編の論文として公表され，著者の力量は専門分野の学者達にも高く評

価されている。

　よって，著老は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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